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川崎市立川崎病院の基本理念
私たちは、地域の基幹病院として、他の医療機関と連携し、｢病気｣でなく｢病人｣

を診る心を大切に、安全安心で質の高い医療を、患者の皆さまとともに考え、実践
し、健康と福祉の向上を通じて地域社会の発展に貢献することを目指します。

川崎市立川崎病院
シンボルツリー

市立川崎病院の中で活躍する医療チームや、地域全体での協力の姿を深く

知ることで、病院がお届けする医療を身近に感じていただければ幸いです。

市立川崎病院は「チームでつなぐ 地域の未来」を合言葉にして、

さまざまな専門職が協力しながら質の高い医療をお届けしています。

診察の現場でじかに接するスタッフが医師や看護師だけにみえる時でも、

医療技術をともに支える薬剤師・管理栄養士・臨床検査技師・放射線技

師・理学療法士さらに事務職員をふくめて、たくさんの人がチカラを合わ

せて、みなさんの健康を願っています。



摂食嚥下支援チーム

口から摂取する食事のほか、経管栄養（チューブ

や胃ろうなどを通して栄養摂取を行うこと）、経静

脈栄養（点滴で栄養摂取を行うこと）から適切な栄

養療法について検討しています。

3人に1人が高齢者といわれる現代で、口に入れたものを

胃へ送り込むまでの一連の動作をうまく行えない嚥下障害

は、身近な存在となっています。

嚥下障害をお持ちの患者さんについて、食事をとる際の

注意点や必要栄養量、薬の影響などを病棟部門に共有し、

安全にお食事をとっていただけるよう支援しています。

工夫・心掛け

入院を契機に嚥下障害が顕在化し、いままでのように

食べることが難しくなることがあります。嚥下障害を抱

えることは余生に大きく影響を与えることでもあります。

適切に食事の選択がされているのか、栄養摂取方法は適

正なのか、多職種で協議することを大切にしています。

栄養サポートチーム

低栄養やそのリスクがある患者さんの栄養をサポート

医師×看護師×薬剤師×管理栄養士×臨床検査技師

嚥下障害をお持ちの患者さんの食べることをサポート

医師×看護師×薬剤師×管理栄養士×言語聴覚士
え ん げ

チームの意気込み

治療効果を最大にするためには、栄養状態を良く

することが欠かせません。患者さんのよりよい治療

や生活のために、退院後を見据えた栄養サポートを

行っていきます！

「チームでつなぐ」医療の代表的なモデルが「糖尿病医療」です

健康診断で
糖尿病と診断

食事や運動の
専門的な学習を
チームでサポート

川崎病院の「糖尿病チーム医療」は
医療連携・地域連携の “かなめ役”

え そ

糖尿病はどんな病気？

地域全体が
１つのチーム

糖尿病フットケアは
チーム医療に繋げる相談役

豊富な学習機会が 高いチーム力の源泉

専門スタッフが集うチームで
糖尿病のある人を応援

かかりつけ
クリニックで
安心して治療継続

薬の治療も丁寧に説明
手術でも的確な血糖調整

腎臓や眼の併存症を
定期チェック

インスリン（微量で血糖を調節

する物質）の作用不足によって

高血糖になる病気。高血糖が続

くと、腎臓の働きが低下し、心

筋梗塞や脳梗塞を引き起こしや

すくなる。感染症にもかかりや

すくなる。

川崎市では糖尿病のある人を

地域のさまざまな病院・クリ

ニックが協力・連携しながら

サポートしています。

糖尿病フットケアでは、代表的な糖

尿病の併存症である足壊疽の予防だ

けではなく、広く悩みや不安を伺い、

チーム医療につなげます。

良い糖尿病マネジメントには、正しい知識と継続学習が大切です。

川崎病院ではJADEC（日本糖尿病協会）のネットワークのもとで

いつも最新の学びを分かりやすくお届けしています。

●糖尿病専門医

インスリンポンプ治療などの先進

医療にも的確に対応できます。

川崎病院では5名の専門医が活躍。

●糖尿病看護認定看護師

細やかな生活支援からフットケア

まで広くサポートする専門ナース。

●糖尿病療養指導士（CDE）

看護師・薬剤師・管理栄養士・臨

床検査技師・理学療法士などが持

つ資格で川崎病院には有資格者が

たくさん。
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これからもチームのチカラを高めて質の高い医療をお届けしてまいります。

床ずれ（褥瘡）をお持ち

の患者さんや床ずれになり

やすい状態の患者さんを対

象に、床ずれの予防と治療、

看護ケアを実施しています。

認知症の患者さんを対象

に、症状の悪化を予防し、

身体疾患の治療が円滑に受

けられ、地域につなぐこと

を目的に活動しています。

尿を溜めたり出したりす

ることに悩みがある患者さ

んを対象に、入院中から退

院後も継続して、排尿の自

立に向けて活動しています。

患者さんやご家族の抱える

つらさを和らげて、生活の質

(Q O L)を向上させることを

目的に活動しています。

人工呼吸器を使用してい

る患者さんを対象に、人工

呼吸器からの早期離脱、早

期離床、転院、在宅への移

行に向けて支援しています。

院内感染を未然に防止す

ること、院内感染が万一発

生したときに早期に終息さ

せることを目的として活動

しています。

専門性を発揮しながら「疾患」や「課題」ごとのチームを
作って 医療現場のさまざまな困難を克服してまいります

今回ご紹介したチームの他にも多職種の専門チームが活動しています。

マイナンバーカードは診察前に読み取り機で操作のうえ受付にお声がけを

お願いします。読み取り機は各診療科の受付や１階 総合案内近くにあります。

▍病院からのお知らせ

〈 医事課 〉

感染対策チーム

呼吸サポートチーム

排尿ケアチーム 緩和ケアチーム

褥瘡対策チーム

認知症ケアチーム

じょくそう


